



































































































































































ン』 1号， 1987年， G.C.ロッジ『アメリカ病を超えて』宮崎勇・丸茂明則訳，
ダイヤモンド社， 1985年， R.B.Reuch“Why U.S Needs an Industrial Policy" 










































































2.代表的な著作として， M.Muramatsu & E. Crauss“‘Conservative Policy 




























































（注） 1. ここで参考にしたものは， r産業政策概論・上』啓文社（以下aと
略）' 1984年，「産業政策論における現代経済学の合意」（ 1部， 2部）『商経論
叢』 12-2,4, 1986, 1987年（以下b-1,2と略），「産業政策論を中心としてみ
た政治学的要素と経済学的要素の関連J性についてJ （上・下）『大阪学院大阪学




























































援助等の個別業法， 2は中小企業行政， 3は産構審などによる調整， 4' 5は
寡占産業での非公式の会合になるだろう。
3.調整組織
4. 暗黙のルール I / s. 非公式の協議


































10. A.R. Negandi, ed“Organizational Theory in an Interorganizational 
Perspective" Kent State University, 1971. E. Litwik & L.F. Hilton“Interor-
ganizational Analysis : A Hypothesis on Co-ordinating Agencies" Admisis-






















































































































































































22. T. Sorensen, Decision-Making in the Wh依 House,New York, 1983のJ.F.
Kennedyによる序文より。
